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「
門
池
に
大
き
な
お
不
動
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
」 

 

門
池
に
不
動
明
王
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
身
の
丈
六

メ
ー
ト
ル
、
重
さ
二
・
三
ト
ン
の
巨
体
で
す
。
青
銅
製
で
、

作
者
は
仏
師
の
般
若
純
一
郎
氏
で
す
。
平
成
元
年
三
月
の
作

で
氏
に
と
っ
て
は
最
後
の
作
品
だ
そ
う
で
す
。
鋳
造
し
た
先

は
有
名
な
富
山
の
高
岡
銅
器
で
す
。 

ご
縁
は
二
月
の
寄
席
開
催
の
時
で
し
た
。
寄
席
の
最
中
、

静
岡
の
仏
具
店
の
方
が
来
ら
れ
、
こ
の
不
動
明
王
の
写
真
を

見
せ
な
が
ら
説
明
を
始
め
ま
し
た
。
詳
し
く
聴
く
と
、
ど
う

も
大
き
な
仏
像
の
よ
う
だ
に
感
じ
ま
し
た
。
次
の
日
、
新
東

名
高
速
道
で
静
岡
の
足
久
保
に
あ
る
お
不
動
さ
ん
を
お
参

り
し
ま
し
た
。
富
士
山
の
溶
岩
で
大
き
な
台
座
が
造
ら
れ
、

そ
の
上
に
不
動
明
王
が
高
く
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
は
お
寺
で
も
な
く
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
場
所
に
。

そ
れ
も
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
が
！
」
と
正
直
不
思
議
に
思

い
ま
し
た
。
人
が
、
あ
ま
り
訪
れ
る
人
の
様
子
も
な
く
、
こ

こ
に
於
い
て
お
祀
り
す
る
の
は
も
っ
た
い
と
も
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
聴
い
て
み
る
と
、
そ
こ
は
有
名
な
霊
水
の
水

源
地
で
曹
洞
宗
元
管
長
の
丹
羽
廉
芳
禅
師
が
命
名
さ
れ
た

「
硯
水
泉
」
と
い
う
由
緒
あ
る
場
所
で
し
た
。
二
十
年
程
前

そ
の
霊
水
が
評
判
に
な
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
後
、
こ
の
不
動
明
王
を
安
置
さ
れ
た
ご
主
人
が
亡
く

な
り
、
奥
様
が
言
う
に
は
「
主
人
は
と
て
も
仏
像
が
好
き
で

し
た
。
で
も
、
こ
れ
を
お
守
り
す
る
の
は
残
さ
れ
た
私
達
に

は
重
荷
で
す
。
ど
こ
か
で
面
倒
見
て
い
た
だ
け
る
お
寺
さ
ん

で
も
あ
っ
た
ら
有
り
難
い
」
と
よ
く
知
る
仏
具
店
に
相
談
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
寄
贈
者
が
現
れ
ま
し
た
。
万

葉
倶
楽
部
の
高
橋
弘
氏
で
す
。
氏
は
こ
こ
数
年
、
時
々
、
当

寺
に
お
い
で
に
な
る
の
で
す
が
、
な
ん
と
は
な
い
話
題
の
中

に
、
こ
の
お
不
動
さ
ん
の
話
が
出
て
、
ご
自
身
で
ご
覧
に
な

っ
て
く
る
と
「
私
に
寄
付
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
申
し
出
ら

れ
、
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。 

五
月
二
十
六
日
、
い
つ
も
お
参
り
し
て
い
る
信
者
さ
ん
達

と
、
ご
当
地
で
閉
眼
供
養
を
行
い
ま
し
た
。 

八
月
二
十
四
日
地
蔵
盆
祭
り
に
併
せ
て
開
眼
式
を
行
い

ま
し
た
。
暑
く
も
な
く
曇
天
の
中
、
午
後
四
時
に
施
食
法
要

後
、
本
堂
外
の
東
側
で
近
隣
の
僧
侶
を
お
迎
え
し
除
幕
式
、

開
眼
法
要
を
挙
行
し
、
お
披
露
目
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
御
輿
渡
御
、
千
人
鍋
、
万
灯
供
養
会
、
福
引
会

等
盛
り
沢
山
に
賑
わ
い
ま
し
た
。 

お
不
動
さ
ん
の
お
姿
は
大
変
恐
ろ
し
い
お
姿
を
さ
れ
、
右
手

に
剣
、
左
手
に
縄
を
持
ち
、
悪
魔
を
降
伏
し
救
済
し
て
下
さ

い
ま
す
。
大
日
如
来
の
化
身
で
、
特
に
ガ
ン
封
じ
、
病
気
平

癒
、
縁
結
び
、
厄
除
け
、
交
通
安
全
な
ど
日
本
で
は
、
大
変

に
人
気
の
あ
る
仏
様
で
す
。
ど
う
ぞ
、
未
だ
御
縁
の
な
い
方

は
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
詣
下
さ
り
、
ご
利
益
を
頂
い

て
下
さ
い
。 

 
 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 
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 【

檀
信
徒
行
事
予
定
】 

 

九
月 

○
道
了
講 

2
日 

○
三
田
家
法
事 

13
日 

○
地
蔵
講 
16
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
檀
信
徒
大
会 

17
日 

○
大
羽
家
法
事 

21
日 

○
ペ
ッ
ト
彼
岸
会 

 

○
写
経
会 

22
日 

○
彼
岸
総
供
養
会 

23
日 

○
山
口
家
法
事 

27
日 

○
久
保
田
家
法
事 

28
日 

 

十
月 

○
大
久
保
家
法
事 

4
日 

○
高
橋
家
法
事 

 

○
浅
井
家
法
事 

5
日 

○
道
了
講 

6
日 

○
鎌
田
家
法
事 

12
日 

○
石
井
家
法
事 

18
日 

○
安
達
家
法
事 

19
日 

○
地
蔵
講 

20
日 

 

十
一
月  

○
道
了
講 

4
日 

○
斎
藤
家
法
事 

8
日 

○
成
川
家
法
事 

9
日 

○
地
蔵
講 

18
日 

○
土
井
家
法
事 

23
日 

○
堀
井
家
法
事 

○
原
家
法
事 

 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

23
日 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

 

九
月 

○
宗
務
所
々
会 

 

12
日 

○
保
護
司
会 

 

18
日 

○
大
泉
寺
施
食
会 

 

23
日 

○
保
護
司
会
旅
行 

 

29
日
～
30
日 

 

十
月 

○
保
護
司
法
務
大
臣
表
彰
式 

1
日 

○
秀
源
寺
大
般
若
会 

4
日 

○
永
明
寺
授
戒
会 

 

6
日
～
10
日 

○
梅
花
講
習
会 

 

10
日 

○
興
禅
寺
結
婚
式 

 

12
日 

○
楞
厳
院
大
般
若
会 

25
日 

○
梅
花
特
派
（
大
蔵
寺
） 

27
日 

 

十
一
月 

○
円
通
寺
結
制 

 

2
日 

○
興
隆
寺
大
般
若
会 

5
日 

○
特
派
布
教
（
三
明
寺
） 

10
日 

○
大
泉
寺
結
制 

 

16
日 

○
終
活
ツ
ア
ー 

 

26
日 

  

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

 

九
月
・
十
月
・
十
一
月 

○
写
経
会 

毎
週
土
曜
日 

6
時 

○
坐
禅
会 

毎
週
日
曜
日 
6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

毎
月
8
日 
19
時
半 

○
写
経
会 

第
四
月
曜 

9
時
半 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一･

三
火
曜 

  

10
時
半 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

毎
月
第
三
火
曜 

13
時
半 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
人
形
供
養
が
多
い
！ 

今
や
ネ
ッ
ト
の
関
係
も
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
の
多
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。
昔
の
よ
う
に
簡
単
に
焼
却
で
き
な
く
な
っ

た
環
境
の
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。 

□
ペ
ッ
ト
の
時
代
で
す
！ 

ペ
ッ
ト
の
火
葬
、
納
骨
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
に
癒

し
と
や
す
ら
ぎ
を
求
め
る
人
が
多
い
こ
と
が
特
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
お
彼
岸
に
合
同
供
養
祭
を
行
い
ま
す
。
ご
参

加
下
さ
い
。 

□
終
活
の
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
墓
地
を
も
と
め
ら
れ
な
い

問
題
が
現
実
化
し
て
い
ま
す
。
永
代
供
養
が
増
え
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

□
写
経
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

最
終
の
月
曜
日
予
定
で
す 

先
生
は
山
本
芙
美
子
先
生 

参
加
料
は
千
円
。 

 
 

【
編
集
後
記
】 

地
蔵
盆
大
祭
に
は
例
年
よ
り
多
く
の
参
詣
者
が
来
山
さ

れ
ま
し
た
。
理
由
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
事
と
不
動
明
王
の

開
眼
式
だ
と
思
い
ま
す
。
千
人
鍋
、
御
輿
、
模
擬
店
、
北 

小
林
の
お
は
や
し
、
加
藤
学
園
応
援
団
、
八
木
春
子
歌
謡

シ
ョ
ー
、
万
灯
供
養
会
、
福
引
抽
選
会
な
ど
諸
行
事
を
無

事
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
く
か
ら
準
備
さ
れ
た
役

員
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
楽
し
い
祭
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（

ｓ
） 

平
成
廿
六
年
九
月
一
日 

第
五
十
二
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
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大
岳
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三
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寄贈された万葉倶楽部高橋弘会長のご焼香 

 

三明寺三男団長の加藤学園高校応援団 

近隣僧侶の皆様に開眼の法要を営んでいただきました 

総代と三明寺次男が除幕をしました 

静岡北辰會による木遣りの披露 

不
動
尊
前
で
記
念
撮
影 
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8
月
24
日 

奉詠する三明寺梅花講 

模擬店でのお客さんのにぎわい 
今年も｢千人なべ｣パエリアは大好評 

施餓鬼棚を前にご焼香 

小林囃子の子供達の声が祭りに弾みをつけています 

三明御輿会の萬燈御輿 

福引抽選会の住職と歌手の八木春子さん 

今年の特賞は誰かな？ 


